
現地情報共有・連携会議
の今後の進め方について

熊本県知事公室危機管理防災課
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資料４



〇 平成２８年熊本地震及び令和２年７月豪雨災害という
２つの大きな災害を経験。

〇 全国から温かいご支援を受け、「新しいくまもと」の
実現に向け、創造的復興が着実に進んでいる。

〇 創造的復興の状況、過去の大災害を教訓とした防災の
取組を全国に発信することで、支援への感謝を伝える
とともに、国民全体の防災意識向上に寄与する。

ぼうさいこくたいを熊本で開催する意義
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本県防災力の強化

ぼうさいこくたい2024
現地情報共有・連携会議の意図

他の団体の出展内容を知る

ことで、自団体の出展内容の

ブラッシュアップや団体間の

コラボレーションを促し、

更なる活動の充実や今後の

防災力強化に役立てて頂きたい。

県としても防災力強化に繋げたい。
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期日 実施内容

第１回 ３月14日 ぼうさいこくたい2024に関する説明・情報共有

第２回 公募案内
公表後
４月頃

①団体の活動内容、
関心のあるテーマや
出展形態の情報共有

②グループに分かれ、
出展企画のアイデア
出しと意見交換

第３回 ５月頃 グループに分かれ、ディスカッションを行い企画内容を具体化、出展への結び付け

第４回 ９月頃 ぼうさいこくたい2024大会出展者からの企画内容共有

ぼうさいこくたい2024現地情報共有・連携会議の進め方（案）
※現時点での想定であり詳細は検討のうえ別途周知。
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現時点での出展意向の確認に御協力ください

（回答事項の例）
１ 大会への出展予定（単独出展、共同出展、検討中 等）
２ 関心のある出展形態（ブース展示、屋外展示 等）
３ 関心のあるテーマ（ボランティア、防災教育 等）
４ 今後の連携会議への参加意向

（回答方法）
会場参加者 … 回答フォームのQRコードを配付、スマホ等から回答

または、紙の回答用紙へ記入
オンライン参加者 … 回答フォームのURLをメールにて送付

5


